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研究概要
本研究は、半径を極小化した高性能地震計アレイ（極小微動アレイ）を用いて地盤の微小振動
特性を計測し、その結果から地盤のせん断波速度（S波速度）構造を推定することで、住宅が密
集した市街地に適用可能な液状化リスク評価手法を開発することを目的とする。本手法は、低価
格・短時間・省スペース・非破壊での調査を可能とし、従来手法では適用が困難であった狭隘な
住宅地への展開を目指す。微動アレイ半径の最適化および解析アルゴリズムの改良により、浅部
から一定深度までのS波速度構造を高精度に推定する。さらに、地震観測ネットワークや国土
地理院等が公開するボーリングデータや地盤情報データベースを活用し、極小微動アレイ計測シ
ステムの実用性を検証する。具体的には、①極小微動アレイの適用可能性の確認、②半径調整と
解析手法改良による測定深度・精度の向上、③既存地盤情報との統合による有効性検証、④S波
速度に基づく液状化リスク評価手法の構築を行う。加えて、計測データの蓄積とクラウド上での
公開を通じて、研究成果の社会還元を図る。


